武蔵村山エコショップ認定申請の取組内容（飲食業）
	項目
	基準（取り組んでいるものに〇をしてください。）
	点数

	食べ残し削減のための啓発
	食べ残し削減のため、ポスター等の掲示をしている。
	
	20

	
	食べきった際にポイントやクーポンの付与をしている。
	
	20

	
	食べ残し削減の声掛けをしている。
	
	20

	食べきれなかった料理の持ち帰りへの積極的な対応
	持ち帰り用容器（ドギーバッグ）を提供している。（食品を持ち帰る際の食中毒のリスクや適切な保存方法について説明している場合に限る。）
	
	20

	食べ残しをしないための料理の量の調節
	小盛メニューを提供し、又は少なめ希望者への量の調整をしている。
	
	20

	
	聞き取り又は申告により、苦手な食材等を事前に取り除いている。
	
	10

	食材を無駄にしない工夫
	天候や祝日、イベント等を考慮して、過剰仕入れ及び過剰調理の抑制をしている。
	
	10

	
	食材の切れ端や規格外のもの等、商品として提供できないものを有効利用している。
	
	10

	
	食品廃棄物について、飼料・肥料化等による資源化を行っている。（飼料化・肥料化施設に搬入している。）
	
	30

	
	期限が近い食品の見切り・値引き販売をしている。
	
	20

	使い捨てプラスチック使用の抑制
	使い捨てプラスチック等の使用の削減をしている。（食器類、テイクアウト・配達時の容器等含む。）
	
	20

	清掃活動、ごみ減量化等に関する情報発信の推進
	地域や公共の場等を自主的に清掃している。
	
	10

	
	食品ロス以外のごみの減量化やリサイクルの推進を呼び掛けている。（広告やチラシ、ポスター等）
	
	10

	
	ごみの減量化に関する取組を積極的にＰＲしている。
	
	10

	認定基準
	60


（日本産業規格Ａ列４番）
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